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こころみ学園に関する研究
─ 人間教育を中心として ─
佐久間　　　宏
はじめに
　2011年３月11日午後２時46分、東日本大震災が発生した。その後に襲った津波で、死者・
不明者が２万人に及ぶ大災害となった。また、福島第一原子力発電所においては全電源が
喪失し、水素爆発とこれに引き続く核燃料のメルトダウンにより、放射性物質が広範囲に
拡散し、我が国はこれまで経験したことのない大惨事に見舞われた。
　あれから５年経つが、被害を受けた地域では復旧もままならず、未だ復興は道半ばであ
る。東日本大震災と原発事故の大きな被害からの復旧をはじめ、地域社会の真の復興・再
生を図るためには、未来の社会を担い得る人材育成、とりわけ、人の心を豊かにする人間
教育が極めて重要である。また、最近頻発する青少年の犯罪や親殺し・子殺しといった事
件報道に接する度に、額に汗して働くことを厭わない勤労精神や他を思いやり理解する心
を育てる教育の必要性を痛感する。
　現代社会に求められる人間教育のあり方を原点に立ち返って考えてみると、最初に思い
浮かぶのは「こころみ学園」の実践である。この学園は栃木県の足利の地に、特殊学級担
任であった川田昇が創設した知障害者更生施設（現在、指定障害者支援施設）である。
　川田との出会いは40年前に遡る。東京都心身障害者福祉センター（以後、Ｔセンター）
に勤務していた当時、川田が園長を務めるこの学園で研修を受けたことがある。その時の
園生との共同生活は衝撃的であった。山の中での厳しい労働を軸とした質素で規則正しい
生活は、長い間忘れかけていた心地よさと清々しさをもたらし、あるべき人間教育を強く
示唆するものであった。この体験はまた、学園に関する研究の契機となり、その後の数多
くの園生の事例研究を通して、学園における教育的機能と構造を明らかにしてきた。
　本稿では、学園の教育理念と指導方法を明らかにするとともに、厳しい労働と質素で規
則正しい生活を通して園生が自立し生きがいを得る道筋から、学園に潜む人間教育の機能
を解明する。さらに、東日本大震災からの復興・再生及び青少年の犯罪予防に資する人間
教育のあり方を検討する。
36
Ⅰ　川田昇とこころみ学園
１　川田昇の略歴
　川田昇と川本敏郎の著書（１）（２）（３）及び論文（４）（５）（６）から引用して、川田の略歴につ
いて述べる。（表１）
1920年 栃木県佐野市生まれ。
1941年 栃木師範学校の大野 毅校長の薫陶をうけ、「形にとらわれないで生きることの大切さ」
を教えられる。師範学校を卒業してすぐに、北郷村立尋常高等小学校に勤務する。この
とき、はじめて知的障害児と出会う。
1948年 足利第３中学校に勤務する。たびたび青鳥養護学校の前身である大崎分校を訪ね、知的
障害児教育を学ぶ。
1953年 足利第３中学校に特殊学級を設置することになり、その担任となる。
1958年 栃木県足利市田島町の山に葡萄畑をつくる。当時中学校の特殊学級の教員だった川田と
特殊学級の子どもたちが中心になって作業にあたり、２年がかりで勾配38度の急斜面３
ヘクタールを開墾する。
1968年 葡萄畑の手作りのバラックで、川田以下９人の職員が寝起きしながら、市・県・国の補
助金を受けず、自分たちの手で学園の施設づくりを進める。
1969年 定員30名の施設が竣工し、こころみ学園と命名する。11月に成人対象の知的障害更生施
設として認可が下りる。川田は施設長を務めていた千葉県袖ヶ浦福祉センターを辞職し、
学園をスタートさせ園長となる。園生30名と職員９名で、葡萄と椎茸の栽培を中心にし
た農作業を通して園生の自立をめざす。
1980年 「ワインづくりをしたい」とする川田の考え方に賛同した保護者の出資により、有限会社・
樺崎産業（後のココ・ファーム・ワイナリー）を設立し、その代表になる。
1984年 醸造の認可が下り、秋よりワインづくりを開始。１万２千本を生産し完売。11月に第１
回収穫祭を開催。
1989年 カルフォルニア・ソノマに５ヘクタールの葡萄畑を開墾した。この畑づくりは学園の子
どもたちと職員が行い、収穫も手伝う。
10月　醸造技術者ブルース・ガットラヴがワインづくりに加わる。
1995年 ６月　園生が親を招待してカルフォルニアへ親子旅行。職員、卒業生など合わせて291
名が参加する。
2000年 ３月　第９回日本生活文化賞受賞
７月　こころみ学園のワイン醸造場、ココ・ファーム・ワイナリーのワインが九州・沖
縄サミットの首里城での晩餐会に選ばれる。
2007年 ３月　デザイン・エクセレント・カンパニー賞受賞
2008年 ７月　赤ワインが北海道洞爺湖サミットの首相夫人主催夕食会に使用される。
2010年 ４月　第44回吉川英治文化賞受賞
11月17日深夜、90歳目前に逝去。
　表１　川田昇の略歴
37
こころみ学園に関する研究
　川田昇は栃木県佐野市に、父・川田浅次郎、母・カネの６人兄弟の３男として生まれた。
３歳のとき稲束を運ぶ手伝いをして褒められ、晩酌をしていた祖父・助太郎から２・３杯
の酒をご褒美にもらい、これを機に酒の味のとりこになった。こうした体験が今日の川田
のワインづくりに繋がった。
　幼少期の飲酒習慣は発育によいはずはなく、小学校に入るころ数を13まではどうにか数
えられたが、それ以上になると難しかった。文字も平仮名を書くのがやっとであった。
　小学校に入った川田は教師の言うことをほとんど聞かず、勉強にも集中せずにいたずら
ばかりして騒いでいた。担任の女教師は言うことを聞かない、態度が悪いと毛嫌いしてい
た。そして、家庭訪問のとき女教師は鼻の下に２本指を当て、洟ったれだと母親にあけす
けに言った。また、勉強ができないことをおおっぴらに告げた。川田の子ども心は傷つき
悲しかった。襖の陰でその一部始終を聞いていた川田は、女教師が帰った後も身を固くし
ていた。すると、母親のカネは言った。「昇、出ておいで。母さんは平気だよ。昇は兄ちゃ
んたちより勉強はできないけど、一生懸命仕事するからいいんだよ。仕事ができれば、お
まんまは食べられる。昇はいい子だ」と言う母の言葉に胸を熱くした。後年、川田が教育
の道に進み、子どもたちのことを分かってやる人がいなければいけない、子どものそれぞ
れの個性を引き出して、一生懸命生きようという気持ちを伸ばすことが何より大切だと思
うようになったのは、この時の母親の言葉が原点になった。
　尋常小学校から高等小学校を経て、川田は１年間浪人して栃木師範学校に入学する。師
範学校の５年生になっていた昇は、柔道の試合中に息が苦しくなって卒倒し病院に担ぎ込
まれた。診断は肺門リンパ腺炎、結核の一種だった。最初のうちは授業の出席日数が不足
して卒業できないと困るので、辛い病をおして授業に出ていた。しかし、それは大野校長
の知るところとなり、「３月に出てくれば、卒業させてやるから静養するように」と申し
渡された。この寛大な処遇に大いに感化され、「教員になったら生徒のことを優先して考え、
自分が正しいと思ったことは誰が何と言おうとやり通す教師になろう」と決心した。また、
「形にとらわれないで生きることの大切さ」を学んだ。
　その後、師範学校を卒業して北郷村立尋常高等小学校に赴任し、はじめて知的障害児に
出会う。昇には４年生なのに平仮名を書くことがやっとで、いつも洟を垂らしているその
子が幼いころの自分と重なって見えた。川田とこの子との出会いが、後年の特殊学級を受
け持ちたいという強い願いの伏線になった。
　戦争が終わって教員に復職した川田は、足利第３中学校に転任したのを機に、戦後の特
殊教育をリードする三木安正や小杉長平等から知的障害児について学びながら、この教育
に本格的に取り組み始める。また、足利第３中学校に特殊学級をつくり、その担任となる。
そして、特殊学級の子どもたちが中心になって２年がかりで、勾配38度の急斜面３ヘクター
ルの葡萄畑の開墾を始める。ここが現在の学園の葡萄畑である。
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　特殊学級担任になって10年が経過したころ、全国的な日本教職員組合による学力調査反
対闘争があり、川田は足利支部の闘争委員長に担ぎ上げられた。教育委員会は管理職にさ
せることで川田を組合から辞めさせようと、教頭職に就くよう打診してきた。しかし、戦
争で多くの友人を失い、戦後は彼らに恥じない悔いのない生き方をしようと誓い、知的障
害のある子どもたちと一生涯にわたって関わっていきたいとそれを断り、教職を去った。
　その後、当時の千葉県知事から懇願されて袖ヶ浦福祉センターの施設長となるが、充実
していく施設環境と反比例するように、子どもたちの目から輝きが失せていくのを実感す
る。恵まれた環境の中で受け身の訓練をただ続けるのではなく、知的障害のある子どもた
ちが貧しくとも意欲をもって作業をし、その中で治療効果を上げるといった自前の施設を
つくりたいと川田は思うようになった。
　特殊学級の子どもたちと一緒に開墾した葡萄畑の手づくりのバラックで、川田以下９人
の職員が寝起きしながら、市・県・国の補助金を受けずに理想の施設づくりを始めた。保
護するだけでなく、たとえ障害のある人でも自立して持てる力を出し切って生きることが
大切であり、その試みを実践するために施設づくりを進め、「こころみ学園」と命名した。
　川田は生食用葡萄の販売収入には限界があると思い、それを醸造して販売するワインづ
くりを知的障害者の自立のために考えるようになった。そして、ワイナリーを学園で運営
しようと思ったが、果実酒醸造免許の取得は会社組織でなければならないことを知り、学
園の保護者の出資により、「有限会社・樺崎産業（後のココ・ファーム・ワイナリー）」を
学園敷地内に設立した。その後、醸造の認可も正式に下りワインづくりを開始した。
　ワインの生産量が３年目には３万本となり、現在の葡萄畑では間に合わなくなると判断
した川田は、学園からそう遠くない佐野市赤見町にある山を２ヘクタール開墾した。また、
カリフォルニア・ソノマにも５ヘクタールの葡萄畑を確保し、この畑づくりを学園の子ど
もたちと職員が行うようになった。同じ年に、アメリカから第１級の醸造技術者であるブ
ルース・ガットラヴがワインづくりに加わり、ワインの品質が飛躍的に向上した。
　2000年には学園のワイン醸造場、ココ・ファーム・ワイナリーのスパークリングワイン
が九州・沖縄サミットの首里城での晩餐会に選ばれる。サミット晩餐会の６日前の学園創
立30周年記念祝賀会で、「みんなが一生懸命つくったワインが、サミットで世界の首相や
大統領に乾杯してもらえることになりました。障害をもった者でも、ちゃんとしたワイン
をつくれることを目指してきました。今日からは障害をもった者だからこそ、正直に手抜
きせず効率や採算を度外視しても、本物をつくることができるのだと胸を張って生きて行
きましょう」と川田はその喜びを述べた。初めてワインを醸造してから16年、昇が目指し
た福祉ではなく品質で評価されるワインづくりが認められた瞬間であった。
　そして2010年、財団法人吉川英治国民文化振興会より川田に、「知的障害者更生施設を
設立し、社会と園生との共生のため様々な施策を成功させ、広く模範となっている」とし
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て、第44回吉川英治文化賞が贈られた。しかし、残念ながら同年11月17日深夜、川田は園
生をはじめ多くの人々に惜しまれながら、90歳の誕生日を目前にして老衰のため逝去した。
　以上が川田の略歴である。とくに、下線で示した出来事やエピソードは、次に述べる学
園の基本的な考えや指導方法に大きな影響を与えている。
２　学園の４つの基本的な考え
　この基本的な考えは、学園の実践の基礎を成す重要な教育理念となっている。
⑴　職員と子どもたちとの間で差別をつけない。
　職員は子どもたちの食べるもの、飲むもの以外は口にしない。子どもたちよりよいと思
われる宿舎には住まない。差のつくような服装はしない。
　第一は、職員と園生の間において、一切の差別があってはならないとする考えである。
　職員と園生は能力によって差別視したりされたりすることなく、対等に働く仲間同士の
信頼感に基づいて人間関係を築くことができる。
⑵　自然の中での質素な生活を大切にする。
　自然の中での作業と生活を通して、ひもじさに耐えその後の食事のうまさを、暑さ寒さ
に耐えその後の涼しさと暖かさを、疲れに耐え休息の喜びを、眠気に耐え眠ることの喜び
を子どもたちに身体で味わわせる。ともすれば豊かさの中で耐えることも耐えないで、や
れることもやらないでその力を衰えさせてしまっている子どもたちに、耐える力と本当の
喜びを取り戻させたい。
　第二は、自然の中での質素な生活を通して、生きる本当の喜びを実感させるとともに、
人間に本来備わっている生命力を回復しようとする考えである。
⑶　労働を大切にする。
　働くことは物をつくるだけでなく、人の心をもつくってくれる。訓練されないまま成人
になった重度知的障害者や治療の困難な自閉症者であっても、山の中で身体を動かして働
いているうちに、情緒を安定させ自己の問題行動を解消し、意欲的に仕事に取り組むよう
になってくる。この教育を大切にしたい。
　第三は、厳しい労働を通して額に汗して働くことを厭わない勤労精神と情緒の安定した
謙虚な人間性を育てようとする考えである。
⑷　地域の人たちとの協力態勢を強化する。
　地域の人たちに頼む前に、まず自分たちの働く態度をつくり、次いで地域の人たちの生
産の営みに係っていく。山からの原木おろし杉や桧材の下草刈りなど、土地の人たちが大
変だという骨の折れる仕事を進んで引き受け、一方で技術を要する植林や除伐・間伐など
を手伝ってもらう。互いに手伝っているうちに土地になくてはならない施設になり、地域
の人たちが何の不自然さを感じないで障害者を抱えて生活して行く地域をつくる。
　第四は、互いに助け助けられの相互扶助関係の中で、人の気持ちを理解できる心優しい
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人間の育成を目指すものである。この考えは互いの違いを認め合い支え合いながら、共に
生きて行こうとするノーマライゼーションの理念に通じる。
３　指導方法
　学園の真摯な実践の中で、とくに効果的であった指導方法は次の通りである。
⒈　人間の生きる力への信頼
　人間は何もしないでいることに耐えられないのであり、指導者は強制せず自分の方から、
「やりたい」と言い出すまで待つ姿勢が大切である。（自主性の尊重）
⒉　自己向上に向かって努力する真摯な態度
⑴　子どもたちの周りに身近な生活及び生産課題が豊富にあれば、子どもたちは自分の能
力に見合った適切な課題に多く取り組むことができ、「僕にもできた」という成就感がよ
り容易に得られ易くなる。
⑵　子どもたちは多くの成就感を得ることにより、それが自信となって「さらにもっとや
ろう」という意欲を持つ。
⑶　生活や生産課題に一生懸命取り組んでいる子どもたちに対して、周りの者（子どもた
ち、指導者、保護者、そして地域の人々）がその努力を正当に評価し励ますので、子ども
たちはより意欲的・主体的に課題に取り組むようになる。
⑷　成就感→自信→意欲→評価の繰り返しによって、子どもたちは自己向上に向かって努
力する真摯な態度を身に付けることができる。
⒊　真の成就感を得る
　子どもたちが真の成就感を得るためには、指導者は１回だけ手本を示し、後は聞きに来
ても教えない。いつも手本は示しておくが、自ら気づくまで教えない。子どもたちが自ら
苦労して「やっとできた」という実感がなければ、真の成就感は得られない。
⒋　指導者の後ろ姿を見て育つ
　指導者は子どもたちと差別なく同じ生活や仕事をすることによって、子どもたちに自分
だけが辛い思いをしているという気持ちを持たせないようにする。困難な仕事を指導者が
率先して行うことにより逆に、「先生大変だなあー」と同情され子どもたちの方から、「手
伝うよ」と言って来るようになるまで待つ。指導者が必死で黙々と働いていれば、子ども
たちは自然に、「先生だって一生懸命頑張っているんだ」と思う。そういう姿勢で仕事に
向かっている指導者が、「それでいいの。そんなやり方でいいの」と一声かけさえすれば、
子どもたちは本当に理解できるようになる。
⒌　真剣な取り組みが人々に感動を与え共感を呼ぶ
　指導者、保護者や地域の人々は、子どもたちが厳しい労働に耐えながらも、生き生きと
仕事をしている姿を見て励まされ、自らも一生懸命生きなければならないと勇気づけられ
る。そればかりでなく、周りの人々は自分たちの食べる分を切り詰めてでも、生涯この子
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どもたちの面倒を見て行こうという気持ちになる。
⒍　追い込み教育
　面白がって意欲的に仕事をするようになると、それだけ量も多くなり骨が折れ自らにプ
レッシャーがかかってくる。こうした追い込まれた状況に子どもたちを置き、その指導効
果を高めるのが追い込み教育である。意図的に仕事が終わらない状況をつくり、子どもた
ちがいつも追いかけられて、自分の限界ぎりぎりに追い詰められる中で力を出し切り、「何
がそこの障害になっているのか」を気づかせる。追い込むといっても、子どもたち自身が
納得して主体的に取り組めるようにすることが大切であり、子どもたちの身体に損傷を残
すようなことがあってはならない。
⒎　自然な集団参加
　全体で厳しい自然を乗り切って行こうとする集団さえつくっておけば、集団参加が難し
い子どもでも、そうした集団には自然と主体的に参加できるようになる。集団全体が仕事
で忙しい生活をしていると子どもたちの中に、「忙しいからどうしても仕事をしなくては
ならない」という雰囲気が漲ってくる。はじめは、他の人が何をしようと関心のなかった
子どもでもその雰囲気にじわじわ感染してきて、いつの間にか自分から集団の動きを動か
して行くようになる。速いでもなく遅いでもなく、すぐに作業に参加できるような自然な
仕事の流れと、生活の流れのある集団をつくることが大切である。
⒏　学園で訓練を受け成長した園生を指導者にする
　学園で訓練を受け成長した園生を指導者にして、園生の痒いところに手の届くきめ細か
な指導ができるようにする。学園で訓練を受けた者の指導は理解し易いので、それだけ園
生は作業がよくできるようになる。また、その指導者は園生から尊敬されると同時に、職
務を誠実に遂行する中で、自己有能感をも高めることができる。ただし、園生のボス的存
在にならないよう注意しなければならない。
⒐　厳しく叱る
　子どもがどう考えても理屈に合わない本当に許せないような行動をしたときは、一気に
きつく叱ることが必要である。そうしないと子どもがいつまでも、自分勝手な行動をして
もよいと思ってしまう。表面づらの子どもの人権とか愛情を重く見るあまり、「将来子ど
もが幸せに生きて行くとはどういうことなのか」という本質的なことを蔑ろにしてはなら
ない。
⒑　自然の教育力
　子どもたちが自然の中に入ると、誰でも喜々として気持ちよさそうな表情や態度を示す。
人工的な環境でなく広い自然環境の中で、子どもたちが伸び伸びと動き回ることによって、
自分と自分以外のものとの関わりを理解し、自らの人間性を呼び戻すことができる。
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⒒　生活の教育力
　必要に迫られて行う日常生活上の諸活動を指導・訓練の素材として活用する。
12.　労働の教育力
　労働は子どもたちの脳の働きを活性化させるとともに、その身体能力を向上させる。そ
れだけでなく、労働は人の心をもつくってくれる。労働は身辺処理の自立を促し、子ども
たちに生活の知恵を身に付けさせる。何よりも、労働は子どもたちにとって楽しい営みで
あり、本来的な意味で生きる喜びである。労働に一生懸命取り組むことによって、子ども
たちは物事を疎かにしない態度や生き方を身に付ける。子どもたちは厳しい労働を通して、
自信を深め意欲を高めて、情緒の安定した謙虚な人間性を形成して行くことができる。
　以上の学園の基本的な考えと指導方法の中に、人間教育の普遍的な理念と方法を見るこ
とができる。
Ⅱ　タカオとこころみ学園
１　タカオの略歴
　論文（７）（８）から引用して、タカオの略歴を述べる。（表２）
⒈　就学前の状況
　出産して間もなく母親は結核で死亡し、タカオは乳児院で養育されることになった。２
歳１か月の頃、乳児院の子どもの中で最も可愛らしく利発そうであったとの理由で里親に
引き取られ、そのもとで育てられるようになった。歩行もでき片言程度話すことができた
ので、その頃は発育の遅れを予想できなかった。
　満４歳で幼稚園に入園したタカオは、園児集団の中に溶け込んで行けず、一人ふらふら
と園内を歩き回っていた。幼稚園の指導に追いついて行けなかったことから担当する教諭
に、「精神発達に遅れがあるのではないか」と心配されるほどであった。また、タカオは
生後間もなく肺門リンパ腺結核などに次々に罹患し、幼児期は全体として病弱であった。
⒉　義務教育就学中の状況
　里親は幼稚園教諭の助言もあり、小学校の特殊学級に入級させようとしたが、定員が一
杯で入れなかったので、やむなく通常の学級に在籍させることにした。しかし、朝礼で皆
が静かにしている時、奇声を発したり独り言を言うことが多く、教師の強い言葉や叱責に
対してすぐ涙をこぼし手放しで泣くなど、タカオは学校生活に適応できなかった。精神発
達に遅れがあり社会性も乏しく、クラスメイトとの人間関係を形成することは困難であっ
た。さらに、身体面の発育は遅れ気味であり、時々学校を欠席するなど授業にもついて行
けなかった。
　担任の教師から、「学年が進むにつれてますます授業について行けず、本人が一番困る
ことになるのではないか」と心配されていたこともあり、小学校２年生への進級時にＯ養
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護学校の小学部に転入学することになった。
　心身の発育状況に見合った、しかも適切な教育環境で学べるようになったタカオは、生
来の世話好きの特性が如何なく発揮され、情緒や行動が安定するようになった。また、教
師に手先の器用さを高く評価されるなど、その心身の発育は顕著なものがあった。なお、
夏休み作品展では小学部３、６年で金賞を受賞している。
　そして、中学部に進学したタカオは、小学部の５年間で身に付けた諸能力をさらに伸ば
し、クラスの係分担を守りクラスメイトに親切に振る舞ったので、皆から好かれ信頼され
０歳０か月 出生（体重2,210ｇ）
０歳２か月 肺門リンパ腺結核
０歳５か月 水痘
０歳７か月 はしか
２歳１か月 Ｓ乳児院から里親に引き取られる。
３歳 ヘルニアの手術
４歳 幼稚園入園
５歳 猩紅熱
６歳 区立小学校入学、通常の学級在籍
７歳 Ｏ養護学校小学部２年転入学
８歳 夏休み作品展金賞受賞　工作「いす」
９歳 夏休み作品展銀賞受賞　絵日記
10歳 夏休み作品展銅賞受賞　日記
11歳 夏休み作品展金賞受賞　はり絵「水中翼船」　手芸「テーブルセンター」
12歳 Ｏ養護学校中学部入学
13歳 夏休み作品展金賞受賞　工作「模様の彫刻」　努力賞受賞
14歳 Ｕ木工所第１次校外実習（２学期）Ｕ木工所第２次校外実習（３学期）
一時不安傾向が強まり、かかりつけの医師の治療を受ける。
15歳 Ｕ木工所就職（３年間勤務）
18歳 Ｕ木工所退職　不安傾向が強いため、Ｔ病院精神科医の治療を受ける。
19歳 Ｋ学園、Ｏ学園、知的障害者通勤寮訪問・見学
Ｏ養護学校の専属工場に通い、封筒づくりに従事する。時折、親戚が勤める幼稚園
で園児の世話を手伝う。
20歳 Ｔセンター訪問、知的障害科訓練室利用開始
21歳 Ｋ学園入園　親元を離れ、葡萄・椎茸栽培に従事する。
31歳～現在 準職員として採用され、自閉症の園生の指導に当たる。学園での作業や園生の世話
に生きがいを見出し、現在は充実した人生を歩んでいる。
　表２　タカオの略歴
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る存在になることができた。また、学習面では積極的・意欲的に取り組んだので、中学部
２年１学期に努力賞を受賞している。
　図１は、Ｓ-Ｍ社会生活能力検査の達成状況である。
　O養護学校の小学部の５年間と中学部の３年間を通して、タカオは身辺自立、作業能力、
移動能力、意思交換能力、集団生活への参加能力、そして自己指南力のすべての領域にお
いて、社会生活能力を著しく伸ばすことができた。下位項目群の得点を学年別に調べてみ
ると、各下位項目群間にそれほど著しい歪みも見られず、全体的な著しい伸びを示してい
る。また、作業能力、移動能力、意思交換能力は、身辺自立、集団生活への参加能力、自
己指南力と比較して僅かに通過率が劣っている。
　図２及び図３は、経験内容（学習内容）達成状況である。
　当時のO養護学校は、「軌道線を外さない生活」をモットーに、独自に作成した経験内
容表（「知的障害児教育において何を身に付けたらよいかという経験内容のすべてを明ら
かにするとともに、知的障害児がどの程度それを身に付けられたかという見地から児童・
生徒の発達進歩をおさえると同時に、教師自身がカリキュラム及び指導の反省のための拠
り所をはっきりさせるという意図を持つ」）に基づいた生活教育に力を入れていた。
　O養護学校での熱心な教育もあって、タカオはその社会生活能力や経験内容（学習内容）
をしっかりと身に付けることができた。学年が上がるとともに、それはまるで樹木の年輪
がぐんぐん膨らむような伸びを示している。そして、中学部３年の現場実習先であるＵ木
工所から、「仕事に対して積極的であり、仕事の覚えが早いので採用したい」との内諾を
得て、卒業してすぐにこの木工所に就職することになった。
図１　Ｓ-Ｍ社会生活能力検査の達成状況
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⒊　卒業後の状況
⑴　Ｕ木工所における職業生活
　タカオはＵ木工所で木工助手として、ビリヤードの棒づくりに従事した。真面目に仕事
に取り組んだので、馴れるにつれて仕事に段取りをつけ、次に何をやるかを考えながら作
業を進められるようになった。しかし、時々居眠りをして仕事にならないこともあり、期
待されていたほどの作業能力の向上も認められなかった。とくに、木材の運搬作業は、体
力のないタカオには難しかった。
　職場の人間関係では、素直で明るい性格なので皆に可愛がられていたが、事業主が仕事
図３　経験内容の達成状況（中学部）
図２　経験内容の達成状況（小学部）
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を覚えさせようと厳しい言葉をかけると、おどおどして泣き出すことが多かった。さらに、
事業主から当初予想した作業能率が上がらないとの評価を受けるなどして、次第に仕事に
対する意欲を失って行った。そして、皆にわざと分かるように居眠りして仕事の手を抜く
ようになり、情緒的にも不安定状態に陥り、３年間勤めたＵ木工所に自分の方から行かな
くなってしまった。
⑵　Ｔセンターにおける職業準備訓練
　Ｕ木工所退職後、卒業生の後指導を行っているＯ養護学校の専属工場で、将来の就職を
目指して準備訓練を受けていた。しかし、ここでの訓練は短期間に限られるので、長期の
訓練が可能なＴセンターで職業準備訓練を受けることになった。
　Ｔセンターでのタカオは、Ｕ木工所での職場定着に失敗した精神的な打撃から立ち直り
切れず、当初は作業に対する自信や意欲のなさが見られた。また、生来の弱い性格もあっ
て、指導員のちょっとした注意や叱責におどおどして、すぐに顔色を変えることがしばし
ば見られた。そして、約１年間に及ぶ生活指導や作業訓練の評価に基づいて、タカオの総
合所見と処遇方針が得られた。（表３）
２　学園におけるタカオ
⒈　学園での生活
　入園当初は何か事あるごとに園長に寄りすがるなど、タカオは学園の生活に適応できな
かった。しかし、学園の規則正しい生活に馴れるにつれて、葡萄・椎茸づくりに積極的・
意欲的に取り組むようになり、「葡萄・椎茸づくりのプロになる」として一生懸命作業に
励むようになった。また、障害の重い他の園生の身の回りの世話を小まめにするなど、生
来の世話好きの特性が如何なく発揮され、タカオは充実感を味わうようになった。
　そして、その作業能力及び指導能力を園長に高く評価され、昭和59年度より学園の準職
員に採用された。気持ちに寄り沿った丁寧な指導で、園生が成長する姿を目の当たりにし
て、タカオは大いに自己有能感を高めることができた。
　葡萄・椎茸栽培などの山の中での厳しい作業や準職員として自閉症園生の世話をする中
で、他の役に立ち感謝されることに深い喜びを見出し、現在は生きがいのある充実した生
活を送っている。
　表３　タカオの総合所見と処遇方針
・訓練室での作業能力及び作業態度から判断して、一般就労は困難である。
・保護者の指導には限界があり、親元から離す必要がある。
・保護された環境の下で、長期にわたる共同生活が必要である。
・それを可能にする、「こころみ学園」への入所が適当である。
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　図４は、こころみ学園の作業の様子である。
　図の右上は葡萄の袋かけ、左上は椎茸の摘み取り、中央は原木の運搬、右下は一輪車を
使っての運搬、そして図の左下は山林での下草刈り作業である。
⒉　心理検査にみる変容
　知能検査、職業適性検査、そして社会生活能力検査を通して、タカオの変容を検証する。
　図５は、タカオのIQの推移である。
　IQはO養護学校在籍時が70台と最も高く、成人になってからでは20歳代後半で56とやや
低下しているものの、それ以降は60台へと上昇し落ち着いてきている。
　図６は、タカオの職業適性検査結果である。
　一般成人の適性点標準が50点であり、タカオの適性点のすべてがそれ以上であることか
ら、作業能力はかなり高い。この検査で測られるA（狙準）、P（型盤）、M（棒さし）、F（球
拾い）、T（速度）といった作業基礎能力は年齢とともに大きく伸びている。
図４　こころみ学園の作業
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　図７は、タカオの社会生活能力検査結果である。
　図７を見ても分かるように27歳時に比べて、45歳では自己指南力や社会参加能力の向上
が著しい。学園入園以来、着実に社会生活能力を伸ばし、すべての検査項目において最高
評定段階（５）の評価を受けるまでになっている。
　タカオの社会性は大きく伸び、とくに準職員になってからは職業人としての自覚も加
わって、この尺度で測定できる基礎的な社会生活能力のほとんどをほぼ身に付けることが
できた。
図５　IQの推移
図６　職業適性検査結果
49
こころみ学園に関する研究
３　タカオの生きがい
　以下に、タカオの生きがいに関するインタビューの結果を示す。
⒈　前回のインタビュー（1998.７）
　『準職員になったころから、学園でやって行ける自信がついてきた。入園当初は親元から
離れて生活するのが寂しくて、夜ひとりで眠れず３か月ほど園長に一緒に寝てもらった。
　学園の作業では葡萄の袋かけ、芽かき、消毒、椎茸の計量、袋詰め、ワインボトルのラ
ベル貼り、炊事などをしている。これまで機械操作はして来なかったが、今は自分一人で
草刈り機を使って作業ができるようになった。
　準職員になってから、４～５名の自閉症の園生を担当してきた。指導は難しいが、自分
たちの仲間と思って、親や兄弟の気持ちになって指導している。自閉症園生に対しては余
り干渉せず、過保護にならないように注意して指導している。干渉し過ぎると本人たちは、
それを面白がって遊んでしまい成長に繋がらない。これらは自分の経験から分かったこと
で、他の人から教えてもらったものではない。
　園生が身辺の自立ができるようになり、他の園生との人間関係を形成し、自主的に仕事
に参加するようになるには短期間では無理なので、時間をかけて園生を見守る姿勢が大切
だ。指導が大変なだけに僅かな成長でも、その喜びは大きい。同じように園長が長い目で、
我慢強く自分を指導してくれたことに感謝している。
　指導が大変であったS君については、とくに状態が極端に悪くなった時、自分の指導が
未熟なためと思い詰め、精神的に落ち込んだことがあった。S君と一緒に自分も落ち込ま
ないよう気力を振り絞って指導に当たった。８年間頑張った。その結果、S君は食事や入
浴を一人でできるようになった。こうした経験から諦めないで、粘り強く指導することの
大切さを学ぶことができた。また、そのように指導できた自分自身を誇らしく思う。これ
 図７　社会生活能力検査結果
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からも準職員という立場でなく、同じ人間として仲間として兄弟として、場合によっては
親の立場で、S君やK君が学園の生活の軌道線を外さないよう世話をして行きたい。自分
も園生の手本になって、軌道線を外さない生活を心がけて行きたい。
　自分の指導が身に付いて、園生が身辺自立や作業ができるようになるのを見ると、大き
な喜びを感じる。それが自分の生きがいになっている。
　自分は一生学園で頑張りたい。園長や親もそれを願っている。何れの日にか園長や親と
死別する時が来るが、今からその心の準備をしている。
　結婚については、園生同士で結婚したT君のようになりたい。結婚して子どもができた
ら成人するまで、その子を自分で育ててみたい。自分が知恵遅れなので、その子も知恵が
遅れているかもしれないが、園生指導の経験を十分生かして自立した人間に育てたいとい
う夢を持っている。
　学園での仕事がうまくできた時、最高の喜びと充実感が得られる。S君であれK君であ
れ自分であれ園長であれ、それぞれが人生の一ページを持っていると思う。その中身がよ
いとか悪いとか誰かが評価できるものでなく、本人が恥ずかしいとか思う性質ものではな
い。人それぞれがその一ページを、如何に実りあるものにして行くかが問われている。』
⒉　今回のインタビュー（2015.10）
　最初に、前回のインタビューの確認を行った。その後の出来事やエピソードの中から、
タカオが追加したい内容を中心に話してもらった。
　『６年前に園長が亡くなり、当初はショックで精神的に落ち込んだ。けれども、「先生が
いなくなってもタカオは心配ない。もう大丈夫だ」と園長に言われていたのを思い出し、
元気を取り戻すことができた。また、学園の心優しい仲間たちと励まし合う中で、悲しい
気持ちが徐々に薄れてきた。
　昨年は母親が亡くなり、精神的に不安定になった。しかし、自閉症園生の世話に取組む
うちに気が紛れ、短期間で立ち直ることができた。天国から園生を世話する姿を見て、母
親も園長も喜んでくれるのではないかと思う。育ててくれた母親や園長に感謝したい。
　前のインタビューでも話したが、結婚して子どもを得て自分で育ててみたい。名前も考
えている。普通の人はそうは考えないと思うが、子どもにはむしろ障害があって欲しい。
　自閉症園生の世話を通して、人の役に立ち感謝されることに喜びを見つけ、今は学園で
楽しい生活を送っている。自分と同じように子どもにも、学園で生きがいある充実した人
生を歩ませたい。そしてこれは、障害のある自分を育ててくれた親への恩返しにもなる。
　また、自分は知恵遅れを自覚し受け容れ、それをバネにしてこれまで様々な困難を乗り
越えてきた。仲間たちも学園の生活の中で、限られた能力を出し切って懸命に生きる努力
をしている。この努力に人間の真実があるから、園生の皆は人の気持ちを理解できる心優
しい人間になれたのだと思う。』
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　インタビューから得られたタカオの生きがい観は、次のように纏められる。
⒈　学園の準職員になり、学園で生活して行く自信がついたこと。
⒉　指導を担当する園生を信頼して、その成長を長い目で見守る態度が指導上効果的であ
ることを理解できた。また、そのような態度で指導されたから、今日の自分があることを
理解し園長に感謝していること。
⒊　園生指導でうまくいかず自分の指導力不足を思い知らされ、精神的に落ち込みそうに
なった時でも、諦めないで粘り強く指導することの大切さを学んだ。また、その苦しさに
耐えて指導できた自分自身を誇らしく思うこと。
⒋　自分は準職員として園生の指導をしているのではなく、同じ人間として仲間として兄
弟として、そして親の気持ちになって誠実に指導していること。
⒌　O養護学校で学んだ、「軌道線を外さない生活」をモットーに園生を指導して行く中で、
僅かな成長でも認められた時に喜びと生きがいを感じる。自分も園生と同じように、軌道
線を外さない生活をして行きたいこと。
⒍　結婚して子どもを得て、これまでの自分の経験を生かして、その子を自立した人間に
育てたいという夢を持っていること。
⒎　園長や母親の死はショックであったが、自閉症園生の世話をする中で、短期間に立ち
直ることができた。ここまで育ててくれた園長や母親に感謝していること。
⒏　自分の子には障害があって欲しい。園生の世話を通して、人の役に立ち感謝されるこ
とに喜びを見つけ、学園で楽しい生活を送っている。自分と同じように子どもにも、学園
で生きがいある充実した人生を歩ませたい。それは育ててくれた親への恩返しになること。
⒐　障害を自覚し素直に受け容れ、それを乗り越えようと努力すれば、人の気持ちが理解
できる心優しい人間になれる。この努力の中に人間の真実があること。
⒑　人は誰でも人生の一ページを持っており、それぞれがそれを如何に実りあるものにし
て行くかが問われていること。
　以上のように、タカオの生きがいの概要が明らかになった。
Ⅲ　こころみ学園における人間教育
　論文（９）（10）（11）（12）（13）を参考にして、学園における人間教育についての考察をすすめる。
　こころみ学園は、創設者・川田の存在なくして語れない施設である。知的障害者の訓練
と生活の場を山の中での葡萄・椎茸栽培に求め、「どこからも資金援助を受けないで、貧
乏しながら施設をつくろう」と学園は創設された。
　学園においては、園生と職員とが一体となって山の斜面を利用して、葡萄・椎茸栽培を
中心とした農耕作業を行っている。これらの作業は山の中での自然を相手にした肉体労働
であり、ちょっとした不注意で怪我をする場合もあるので、園生は常に機敏な判断力と決
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断力とを持って、身体の平衡を保ちながら根気強く作業に取り組まなければならない。
　また、学園では園生も職員も厳しい労働を軸とした生活を営んでいるので、その人間関
係は作業を通して強く結びつくという関係にある。さらに、学園での生活では園生各自の
能力差によって差別視したりされたりすることがないので、各自の能力に応じて伸び伸び
と生産活動に参加できる。園生は朝早くから夜遅くまで、山の中で身体を精一杯動かして
働き、作業の厳しさに耐えながらも相互に協力し、葡萄・椎茸やワインの生産という共通
の目的を持って、毎日意欲的に作業に取り組んでいる。
　このような学園での生産活動と生活の中にあって、はじめて園生は作業能力及び働く態
度を向上させ、そして何よりも山で働く人間としての心（信頼、友情、善意、共感、堪え
る心、優しさ、思いやり）を持った人間性豊かな人格を形成することができた。
　次に、タカオの事例研究から、学園における人間教育の機能の解明を試みる。
　先に述べたようにタカオとの出会いは42年前、一般就労を主訴にＴセンターを訪れた時
が最初であった。面接の結果、タカオはＴセンター訓練室で、将来の就職を目指した準備
訓練を受けることになった。約１年の訓練室での指導と評価から一般就労は困難と判断さ
れ、こころみ学園に入園することになった。そして、学園での指導がよく身に付き成長が
著しいと園長に高く評価され、昭和59年には準職員に採用された。また、担当する自閉症
園生の気持ちに寄り添った指導を通して、現在は園生の成長に限りない喜びと生きがいを
見出している。
　タカオの今日までの成長から、学園の教育理念と指導方法の中に、人間性の発達を促す
機能があると指摘できる。それらが十分に働いたからこそ、タカオは信頼、友情、善意、
共感、堪える心、優しさ、思いやりのある豊かな人間性を育むことができたのである。
　学園における人間性の発達を促す要因について、さらに考察を加える。
　第一に、変化に富んだ山の斜面での葡萄・椎茸栽培、山林の除伐、間伐、下草刈りなど
の厳しい作業を軸とした規則正しい生活を通して、ごく自然に判断力、集中力、持久力、
機敏性、手の巧緻性、目と手の協応能力及び体力などの作業基礎能力を向上させることが
可能となった。また、指示に対する正確な理解力や皆と協力する態度など、働く人間とし
ての基本的な態度を身に付けることができた。（作業能力と作業態度の向上）
　第二に、学園での生産活動と生活の中で、自分の能力を精一杯出し切って働くことが葡
萄・椎茸・ワインの生産と直接結びつくことを知り、「自分にもこれだけのことができた」
という成就感を味わうと同時に、自己信頼感を得て「明日はもっとやろう」という意欲を
持てるようになった。それを周りの者が正当に評価し励ますので、これまで以上に意欲的・
主体的に仕事に取り組むようになった。（成就感→自信→意欲→評価の良循環）
　第三に、不注意で怪我をしかねない厳しい作業環境の中で、「ちょっとした注意に対し
ておどおどしたり、すぐ顔色を変えたりする」などの問題行動が消失し、落ち着いた態度
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で作業を続けることができるようになった。（自己抑制と情緒の安定）
　第四に、助け助けられの相互信頼の中で、園生、職員、そして地域の人々と協力関係を
築き、徐々に他人に対する不信感を取り除き、自らも園生集団の中に溶け込んで行くこと
ができるようになった。そして、人間関係を形成する技能を学び、地域社会の人々との交
流に参加できるようになった。園生と職員は対等に働く人間同士の信頼関係の中で、生産
活動と生活に積極的に取り組むことができるようになった。（信頼に基づく人間関係）
　第五に、正式に学園の準職員になり、担当する自閉症園生の指導を任され、その職務遂
行に喜びを見出すことができた。また、生来の世話好きの特性が園生指導で発揮され、他
の役に立ち感謝されることに限りない喜びと生きがいを感じている。（自己有能感と生き
がい）
　第六に、質素で規則正しい生活の中で知らず知らずのうちに、ひもじさに耐えた後の食
事のうまさ、暑さ寒さに耐えた後の暖かさと涼しさ、疲れた後の休息、眠気に耐えた後の
眠る喜びなど、人間の基本的な生きる喜びを実感することができた。（生命力の回復）
　これら６つの要因には、勤労精神や他を思いやり理解する心を育てるばかりでなく、自
立（自律）に向けた自己実現を促す人間教育の重要な機能が潜んでいると指摘できる。
おわりに
　次の文章は40年前に、川田が行った講演（14）の一部である。下線には、川田の労働教育
に対する考えがよく表れている。
　「人間にとって、どういう豊かさが長い目で見て大切なのか考えないで、教育や訓練を
豊かさの達成だけに求めている今の教育に大きな不安を感じるわけです。さらにもうひと
つの大切なこととして、今厳しい労働をほとんど学校の教育から捨て去ってしまっている。
そのことです。頭だけで生きてきた人間に、人の苦しみや痛みなど分かりっこないのです。
骨折って自分の身体に痛みを感じた人間でなければ、人の辛さや痛みは感じられない。
　やがて、このような教育が育てあげた大人たちで満たされる20年後、30年後の社会で知
的障害者がどんな立場に立たされるのか。ただ「将来はよくなりますよ」なんて、気休め
みたいなことで済ましてはいけないことだと思われることなのです。これから私達は機会
あるごとに、また私達に与えられたどんな機会も逃すことなしに、普通の子供達の教育の
中で、身体を通して学ぶ労働教育の大切さを訴え、実現させるよう努力していかなければ
ならないと思うのです。」
　筆者は長い間、川田が唱える身体を通して学ぶ労働教育に注目し続けてきた。
　東日本大震災からの復興・再生及び青少年の犯罪予防に資する人間教育を考える時、最
初に思いついたのがこの講演であった。そこで、学園の教育理念や指導方法は単に、知的
障害者の自立に効果があるのみならず、地域社会に生きるすべての人々の人間性回復に役
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立つと考え、本論をすすめてきた。その結果、川田の労働教育を軸にした学園の実践には、
何人にも通じる普遍的な人間教育の原点があることが明らかになった。
　また、タカオの事例研究からは、人間本来の生き方を教えられるとともに、人間教育に
ついて多くの貴重な示唆を得ることができた。
　とくに、タカオの自分の障害を自覚し素直に受け容れ、それをバネにして乗り越えよう
と努力する中で、はじめて人間の真実に目覚め、人の気持ちを理解できる心優しい人間に
なれるという言葉には驚かされた。障害に苦しむ園生の世話をすることを通して、人の役
に立ち感謝されることに生きがいを見出したタカオだから言える、深い言葉である。
　川田園長が亡くなって暫く経って、「先生、落ち込んでいたけど立ち直ったから心配し
なくてもいいよ」とタカオから電話があった。自分のことを心配して、気を揉んでいるの
ではないかというタカオらしい優しい心遣いであった。この言葉の中に、障害のあるなし
を越えた人間性の高みを見る思いで、感無量であった。
　最後に、園長の川田から生前直接教えていただいた、先生が敬愛する同郷の民衆思想家・
田中正造の言葉を掲げ、本稿を終える。
素直、率直、剛毅、忍耐、労働は開国の兆
利口、才知、文弱、修飾は衰退の兆
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資料「障害児教育の現場から」（川田昇、栃木やしの実親の会講演）
　『私が戦争から帰って来て、障害を持っている子供達が普通の子供達の中に交わって、大
変な思いをしているのが見ていられないで、ついそれに手を出したのが運のつきと申しま
すか。それからずっと離れられないで、以下、最初から最後までやって行くことになるだ
ろうと思っています。22、23年間教員をしておりましたが、障害児をとうとう学校では受
け持たせてもらえないということですから、今日の教育と言いますか狭い意味での教育に
ついては落第で踏み外しておりますが、ただ自分で踏み外しながらも自分でやっているこ
とは、これが本当の教育であると思って歩いているのです。ただ如何せん力もありません
し、特に頭が悪いから這い回っているだけだと皆から笑われるけれど、ぞろぞろ這い回っ
ているだけが私の取り柄です。それ以外には理論的なものもないし、いわば職人と申しま
すか、それに徹した形で子供達と暮らして行きたいと思っています。ただそう言いながら
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も教育の問題を考えるときに、教育とはこういうものですよと言う前に、ひとつの話しか
ら皆様に教育とはそういうものかと感じて頂ければよいと言うものがあるように感じるの
です。
　実は、この間の市内小・中学校特殊学級の合同体育祭のときのことです。まだ１ヶ月経
たない話しです。運動会の最後のころに紅白玉入れがありました。学園の子供達も大部分
参加しました。よく歩けない子供。球の投げられないような能力の極めて低い子供だけが
４、５人残っていました。この子供達がこんなことを話していました。「はあー早く終わ
んないかなあー。こんな天気がいいのに」「天気がいいと椎茸がでっかくなっちゃうなあー。
早く終わんないかなあー」椎茸が大きくなってしまうので、心配で心配でしょうがない。「早
く採らなくっちゃー。安くなっちゃう安くなっちゃう」市場では椎茸が開くと安くなって
しまうから、早く運動会終わらないかなあーと。数ひとつ数えられない子供。帰って、そ
の子供が何をしているのかと言うと、能力の高い子供達が採集し終わったカラの原木を腕
の上に載せてもらって、山の方に持っていく役割しか果たさないその子供が、「早く運動
会終わんないかなあー。椎茸がでっかくなっちゃう」そう心配していたのです。これは人
間にとって、一番大事なことを子供達が何時の間にか身に付けてしまったと言えることだ
と思います。
　私たちの子供、程度の低い子供がたくさんいます。80名のうち40名が重度と申しまして、
非常に重い子供です。入って来たときは排便の自立もしていませんし、うんちが何処へ出
てしまうか分からないし、またもう一度言われなければ、そのブチが分からない。そして、
「ブチブチ」と言われて、「ブチブチ」と言ってお便所にどうやって行くか分からないよう
な、そういう子供達が「ダメだダメだ」と言って何がダメだと思ったら、「こうやって運
動会をしていたのではダメだ」と言うまでに成長したのです。朝出てくる前、９時に運動
会が始まる。何時も山に行く８時に、子供達はもう全部出てしまったのです。「あー運動
会は９時だから少し早いなあー。椎茸採っちゃうか」毎日椎茸が100キロ位出ているので
すが、60キロ位採ったのです。でも、もう９時になってしまいました。「もういいもういい。
早くしないと運動会はじまっちゃう」子供達は後ろ髪が引かれるような思いで、運動会に
来たわけです。でも子供達の頭の中には、「こんな天気がいいのに。運動会ずらねえでは
ないか」と言う思いがひとつあるわけです。僕らは【これが本当の生きがいなのだなあー】
と思って大変嬉しく思ったわけです。それほど立派な設備があるわけでもなく、また目を
見張るような教育の計画が立てられている訳でもないのに、子供達は５年の間にここまで
成長しました。自然を相手に新しさを追うこともなく気をてらうこともなく、ごく自然に
子供達と一緒に暮らしているうちに学び取ることができました。
　こうした生活はまた、情緒障害とくに教育や訓練が大変だと言われている自閉症児の治
療に、何か効果をあらわしているように思われます。国立衛生研究所や東大や社会事業大
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学や養護学校やで教育訓練を続けたけれども、これといった効果を収めることのできな
かった11人の自閉症の子供達がほとんど全部、両親や指導に当たった担任が信じられない
という程度まで治っているのも、特別な治療をしたのではなく葡萄づくりや椎茸栽培に学
園全員が取り組んで生活している中で、治療され治ってきているのです。自閉症児を特別
に治療しようとして治したのではなかったのに、却ってそのことが自閉症児に効果をあら
わしたというその道筋から教育というか生活というか、その本当のものが何であるかを知
らされたように思うのです。自閉症の原因は決して単純なものでなく、その治療法も一つ
ではなくいろいろなことが行われ、それぞれそれなりに効果を示しています。その中にあっ
て、ひとつの原因となりひとつの治療法となるものに、自然な素朴な生活から離れたこと
から起こる情緒障害を、ごく自然な生活の場を設定して治療するという筋道がもう少し大
切にされてもよいのではないかと思われます。
　問題の多い自閉症児が最近のように目立ってきた原因のひとつに、今の子供達の生活が
豊か過ぎることがあげられる。冷房・暖房の利いた家にいる子供達は、「暖かいなあー」
という喜びを感じていない。何時もあり余るご飯や肉をたくさん食べさせられて、本当に
腹が空いたという経験を持たない子供は、おいしいご馳走を食べた経験がないのです。同
じように、年齢に応じた厳しい労働をしない子供は休息の喜びを知らないのです。暑い寒
いも感じなければ、「おいしいなあー」と思って食べることもなしに、人間が健全に育つ
はずがないと思われるのです。間違っているでしょうか。まあー人はそれぞれいろいろな
感じ方、考え方をしますから一概には言えませんけれども、世の中少し間違った豊かさを
自分の手中に収めて、それにどっぷり漬かっているように思えてなりません。
　こんなことから私達は、最初調理人を置こうかと言ったのですが、調理人は置かないで
朝早くご飯を食べて夜遅くご飯を食べる。その間できるだけお腹を空かせる労働をするこ
とだと、山に行って椎茸の栽培を始めたわけです。今15万本、１本も買った原木はありま
せんで、子供達総出で高い山から切ってきて15万本になりました。栃木県で一番たくさん
原木を持っています。15万本の原木から椎茸が出てくるものですから、昨日今日と200キ
ロ位の出荷なのです。ですから、かなり忙しいわけで忙しい中で子供達が暮らしていると、
忙しいからどうしてもやらなくてはならないという雰囲気が漲るわけで、そういう雰囲気
の中で子供達は徐々にごく徐々に、「みんな忙しく仕事をしているなあー。自分も仕事を
した方がいいのだなあー」と感じるようになってくる。初めは他の人が何をしようと全く
関係ないような子供でも、じわじわとこころみの雰囲気に感染し染まってきて、何時の間
にか自分から進んで集団の動きを動かしていくようになるものなのです。
　最近あった市内特殊学級の児童生徒の合同運動会のとき、一番最後に来賓の紅白玉入れ
がありました。こころみの生徒もほとんど全員出た。目の見えない子。そのときこの子供
が話していた。午後２時半でした。「早く運動会終わんないかなあー。さもないと椎茸が
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大きくなり過ぎてしまう。大きくなり過ぎては市場で安くなってしまう」こんなことを話
していたのです。私もびっくりしました。それは椎茸農家の言うことだからです。プロで
なければ言わないようなことだからです。
　私達この間も、ＮＨＫの社会部のＫさんの子供、自閉症の子供ですが教育を頼まれて
やむなく預かったわけです。子どもを連れてきたとき、足銀の10万円入りの預金通帳を
持ってきました。「これは何ですか」と聞いたら、「子供がガラスを割ります。これを出入
りのガラス屋さんに預けておいてください。割ったら、ここから引いてもらうようにと
思いまして・・・」と言う。驚いて、「ずいぶん割りますねー。どの位割りますか」「さ
あー。ここのガラスは大きいから、これで１ヶ月もたないかもしれません」翌日13枚割っ
て３万６千円、２日目２枚割って怪我をしても縫わせない。そんな自閉の子供でした。今
１ヶ月経って前の養護学校の担任の先生が来て見て、「信じられない。全く信じられない。
こんなによくなるとは考えてもみなかった」と言って驚いて帰って行った。そのあと両親
も来てその変化に驚き、「私達は今までの10年間いったい何をしてきたのだろう・・・」
と言って顔を見合わせ、感に堪えた後ろ姿を残して帰って行った。
　そのＫ君、１日目は一輪車で土運び２日目の夜、私が側で寝ていて３時頃まで起きてい
ましたが、３日目になったら夜９時半のミーティングに間に合わずに寝てしまったのです。
起こしても寝てしまう。「寝ました」と家の人に言ったら、これまた信じられない。「朝の
６時半まで寝たことがない。そして、寝たのは１年のうち２日だけ。それも40度の熱を出
したときだけ。あとは私達は朝、夜が白むまで必ず起こされていました。その子がどうし
て寝るようになったのですか」何て言うことはないでしょう。昼間、疲れていれば寝るわ
けです。それが寝れないのは疲れていなかったからです。Ｋ君はまた肉のようなものは食
べるが、ご飯はほとんど食べなかった。その子が最近、白いご飯をちゃんと食べるように
なってきた。そしてさらに、ご飯を食べるようになってきたら、40分ほどの食事の時間中
きちんと座っている。それまでは絶対に、きちんと座っていなかった子供です。これまで
家庭でも学校でも、そのことについて尽くせるだけの手は尽くしたようです。それでもダ
メだった。それがとくに注意するわけでもないのに、大体ちゃんと座っている。席を立た
ない。どうして、こんな風に変わってくるのか。まあー。これもいろいろあると思われる
けれども、根本は学園の生活の中から、腹を空かせてものを食べる喜びを感じたというこ
と。疲れて休む本当の喜びを感じたということ。雨の中でずぶ濡れになって仕事をしてき
て学園に帰り、さっぱり着物を着替えて「ああー気持ちがいいなあー」と感じたというこ
と。生きている実感を初めて知ったということ。そういうことではないかと思います。
　14、15歳になり性に目覚め自慰にふけり、どんなに手を尽くしても益々激しくなり、歪
められた形でしか性の欲求の解決ができなくなっている知的障害の子供達が、そのこと自
体に対して何の指導もしていないのに、やがて２週間１ヶ月と経つうちに、憑き物が取れ
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たように問題行動が消えるようになくなってしまっているのも、先に述べた「人間の自然
な暮らしの中で昇華されていくものなのだなあー」ということを毎日のように感じさせら
れている今日この頃です。
　深く考えることもなく、ただ豊かさを求めその生活に浸っているうちに、私達は大切な
ものを見失っていることに気づかなければならないと思います。それは、今までご飯を食
べた真の喜びを感じることなしに、また疲れ切ったあと休むことの、そしてまた凍えるよ
うな寒さの中から暖かいところへ入った、あの生き返ったと感じるような喜びを感じるこ
となく過ぎてきた子供がある日初めてあの性の喜びを感じたら、その虜になって救いがた
い状態に陥っていくのは致し方のないことだと言わなければなりません。口の利くのも嫌
なほど腹が減ったとき、ひとつもらった握り飯の美味しさに身体の筋肉が震えてくる。そ
んな喜びを感じることのできる生活が人間の生活から失われることは、大変危険なことだ
と知らなければなりません。
　人間にとって、どういう豊かさが長い目で見て大切なのか考えないで、教育や訓練を豊
かさの達成だけに求めている今の教育に大きな不安を感じるわけです。さらにもうひとつ
の大切なこととして、今厳しい労働をほとんど学校の教育から捨て去ってしまっている。
そのことです。頭だけで生きてきた人間に、人の苦しみや痛みなど分かりっこないのです。
骨折って自分の身体に痛みを感じた人間でなければ、人の辛さや痛みは感じられない。
　やがてこのような教育が育てあげた大人たちで満たされる20年後、30年後の社会で知的
障害者がどんな立場に立たされるのか。ただ「将来はよくなりますよ」なんて、気休めみ
たいなことで済ましてはいけないことだと思われることなのです。これから私達は機会あ
るごとに、また私達に与えられたどんな機会も逃すことなしに、普通の子供達の教育の中
で身体を通して学ぶ労働教育の大切さを訴え、実現させるよう努力していかなければなら
ないと思うのです。足らない子供達80人、100人抱えて私達は、この子供達が将来どんな
仕打ちを受けるかと思うとじっーとしていられないのです。このことはよーくお願いして
おきます。
　蛇足になりますが、私達来年のうちに施設の中で、結婚させるための宿舎を建てること
にしました。ところで今、施設はほとんど男子と女子を分けております。「男子と女子の
棟を別にしなさい。１つの棟のとき、きっちと鉄の扉で仕切って鍵を掛けるようにしなさ
い」と決められています。そこには知恵の遅れている人達だから、男の子と女の子とを別
にしなくては危険だという考えが強く出てきているのです。頭がよいと思っている人達の
余計な考え方が大切なことを見失って、もっともらしい思いやりになって出てきているの
です。その背後には能力の低い者への明らかな差別があります。自らは全く気づいていな
いかも知れない差別意識が潜んでいます。育児能力がなかったら、保育室をつくってあげ
れば大丈夫。皆でその子を育てていけばよい。たとえ能力が低くても、力一杯努力する遅
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れた人達の立派さをありのままに受け止めて、その望みを実現していくために、できる限
りの努力をし続けなければならないと思うのです。
　施設を開設してから６年になりますが、そのあいだ職員は６組結婚しました。早い職員
は21、22歳で結婚しました。別に悪いわけではありません。結構なことです。だけれども
知恵が遅れているだけで、自分の能力を精一杯出し切って仕事をしているのに、嘘をつい
て人に迷惑をかけたことなど全くないのに、自分の幸せのために人を陥れたりしたことも
ないのに、31になっても40、50になっても、知的障害だから結婚できない。こんな差別が
あってよいのかと思うのです。
　施設がもし、知的障害者を大切にしその人権を守り、子供達に本当の幸せをもたらすと
ころと言うなら、育児能力のない子供には保育室をつくってでも、好きな子と一緒に生活
できるような暮らしの仕組みを考えるのは当たり前のことだと思うのです。むろん、そこ
に至るまでにはお医者さんとの話し合いを十分持って、一人ひとりの子供達について考え
ていかなければならないことは当然のことです。
　私達がこの子供達の結婚の問題をどんなことがあっても解決していきたいと思うのは、
ともすれば口に障害者を大切にすると言い人間として平等だと言いながら、一つひとつの
事柄の処理に当たっては、いつも私達の子供を粗末にし差別している。そのことへの抗議
の気持ちがあってのことです。余り褒められた考え方ではないかも知れないけれども、な
かば意地にもといった気持ちがあってのことです。そして、そのことを通して私達は劣っ
ている人、力の足りない人達に対して無視したり差別したりしないで、自分の喜びを内端
にしてでも、一緒になって生きていくような暮らしの仕組みと生産の仕組みをつくり上げ
ていかなければ、私達は本当の幸せを私達のものにすることができないのだということを
一言いいたいのです。そして、さらには子供達と「本当に幸せだなあー」と誰もが感じら
れるような生活共同体をつくり上げることによって、ふざけた気持でなく「ざまー見ろ」
と言いたい気持ちも何処かにないといったら嘘になります。』
